





















































































































中国（含台湾）  43人 2.2年
韓国  20人 2.9年
東南アジア  36人 2.8年
北・南アジア   5人 1.5年
北米  14人 4.9年
中南米   6人 3.5年
オセアニア  15人 1.7年
西欧・中欧  13人 3.6年
東欧・旧ソ連  31人 2.9年
中東（含トルコ）   5人 2.4年
計 188人
図 1　被調査者の年代別属性内訳 図 2　被調査者の教育歴別の属性内訳
表 2　被調査者の海外教育経験（勤務・派遣形態）
のべ人数 その形態での平均勤務年数









国際交流基金日本語教育専門家  27人 4.2年
国際交流基金ジュニア専門家  17人 2.4年
JALEX ･ JOI ･ Jcorp   4人 1.8年
国内教育機関･ NGO ･自治体からの派遣  26人 1.5年
教育実習･ワーキングホリデー  10人 0.8年

















1 H3 柔軟性 1.86
2 H4 現地の文化･価値観の理解と受容 1.66
3 H8 生活適応能力 1.66
4 T6 自己教育力 1.60
5 H1 コミュニケーション力 1.58
6 H12 前向きさ 1.56
7 H6 誠実さ 1.52
8 T1 教授法改変力 1.51
9 C12 国際人としての良識 1.49
10 H9 社会人としての常識 1.45
11 T12 学習者の学びに従う姿勢 1.44
12 C8 客観性 1.34
13 H15 熱心さ 1.33
14 T4 学習者の動機づけ 1.30
15 H2 謙虚さ 1.30
16 C5 現地での日本語教育の意義づけ 1.29
17 H10 おおらかさ 1.28
18 T2 学習者との交流 1.24
19 T13 現地の学習スタイルの理解 1.23
20 T5 文の提示･説明･練習技術 1.19
21 C20 業務改善への積極的姿勢 1.16
22 H11 ネットワークの形成 1.16
23 H19 わかりやすく話し説得する力 1.13
24 H7 人の気持ちに対する感受性 1.12
25 H5 人間関係調整力 1.09
26 T11 日本語力 1.08
27 T3 個別技能別の評価・指導力 1.00
28 T16 幅広く多様な能力や特技 0.97
29 C2 日本を相対化して説明できる 0.97
30 C3 現地の政治･経済･外交等の理解 0.97
順位 資質項目の記号と略称 平均点
31 T15 教室コントロールの能力 0.94
32 H18 率直さ 0.91
33 H20 つきあい方の公平さ 0.90
34 T14 現地社会実情に合った日本語指導 0.87
35 H13 自己分析力 0.87
36 C18 現地の利益を重視する姿勢 0.86
37 H14 人間愛 0.85
38 C4 自己のポジショニング 0.83
39 T19 指導上の適度な厳しさ 0.77
40 H17 意見交換への積極性 0.74
41 C19 教育理念を持つ 0.74
42 T7 日本事情の知識 0.69
43 C1 相互交流･相互理解への配慮 0.69
44 C11 外来者としての立場の自覚 0.64
45 H16 教師としての魅力 0.62
46 C7 日本人としての自覚 0.58
47 C17 業務の長期的把握と展望 0.57
48 C10 国際情勢理解 0.56
49 C15 学外環境への働きかけ 0.55
50 C13 日本語教育現地化推進 0.51
51 T18 日本的な社会文化能力の育成 0.48
52 C16 世界の苦境･貧困への共感 0.48
53 T10 日本語使用イベントの企画 0.44
54 T8 現地語（外国語）能力 0.34
55 C9 日本への貢献 0.31
56 T20 海外日本語教育の一般知識 －0.13
57 C6 アドミニストレーション力 －0.14
58 C14 海外日本語教育への批判的姿勢 －0.19
59 T17 日本語教育の充分な経験 －0.20
60 T9 特定分野での高い専門性 －0.24













有値が 1.5以上に達した 6因子（f 1～ f 6）を、説明因子として採用した。ついで因子間
の相関を仮定して斜交回転（直接オブリミン法）による回転を行い、因子負荷量 13の絶対
値が 0.325に満たない項目を削除しつつ分析を反復し、最終的に 44項目を分析対象とし
た 14。この段階でデータの KMO値は 0.931、バートレットの球面性検定は 0.1％水準で有
意であり、このデータが因子分析に適合することが確認された。また、6因子の信頼性を


























f 1 f 2 f 3 f 4 f 5 f 6
T3 個別技能別の評価・指導力 0.50 －0.21 0.04 －0.05 0.04 0.12 
T5 文の提示･説明･練習技術 0.47 －0.18 0.13 －0.05 0.10 0.03 
T19 指導上の適度な厳しさ 0.44 0.05 0.21 0.11 0.01 0.16 
H9 社会人としての常識 0.40 －0.20 0.08 0.25 －0.01 0.27 
C2 世界の中の日本について説明できる 0.37 －0.16 0.14 －0.04 0.25 0.31 
T15 教室内コントロールの能力 0.36 －0.05 0.14 0.21 0.13 －0.02 
H19 わかりやすく話し説得する力 0.06 0.94 －0.10 －0.07 －0.01 0.04 
C20 業務改善への積極的姿勢 －0.14 0.46 0.29 0.29 0.00 －0.02 
H10 おおらかさ 0.03 0.42 0.01 0.12 0.19 0.16 
T6 自己教育力 0.31 0.40 0.24 0.26 －0.14 0.02 
H12 前向きさ 0.26 0.38 0.25 0.19 0.01 0.04 
C5 現地における日本語教育の意義づけ 0.09 －0.12 0.72 0.01 －0.05 0.04 
T14 現地社会実情に合った日本語指導ができる 0.16 －0.08 0.67 －0.18 0.05 0.08 
C10 学外環境への働きかけ 0.03 0.06 0.67 0.08 0.11 0.13 
H11 ネットワークの形成 0.01 －0.14 0.61 0.31 －0.08 0.00 
C13 日本語教育現地化推進 －0.09 －0.02 0.59 0.15 0.15 －0.03 
T16 幅広く多様な能力や特技 0.07 －0.20 0.51 －0.11 0.16 0.09 
T1 教授法改変力 0.39 0.01 0.47 0.07 －0.01 0.05 
T10 日本語使用イベントの企画 －0.34 －0.16 0.47 0.04 0.05 0.15 
C17 業務の長期的把握と展望 0.08 0.07 0.46 0.06 0.23 0.07 
H5 人間関係調整力 0.23 －0.07 0.43 0.28 －0.10 0.21 
C4 自己のポジショニング 0.20 －0.21 0.42 0.09 －0.18 0.32 
H6 誠実さ 0.17 －0.04 0.05 0.63 0.18 －0.06 
H20 つきあい方の公平さ －0.03 0.03 －0.05 0.56 －0.02 0.10 
T2 学習者との交流 －0.13 －0.24 0.02 0.55 0.07 0.07 
H15 熱心さ 0.12 －0.09 0.23 0.51 0.21 －0.42 
H4 現地の文化･価値観の理解と受容 0.07 －0.03 0.15 0.49 0.15 0.22 
H2 謙虚さ 0.05 －0.18 －0.14 0.46 0.03 0.33 
C18 現地の利益を重視する姿勢 －0.09 －0.03 0.32 0.46 0.10 0.07 
H1 コミュニケーション力 0.07 －0.08 0.22 0.42 0.06 0.17 
T12 学習者の学びに従う姿勢 0.21 －0.25 0.23 0.33 －0.01 －0.03 
C7 日本人としての自覚 －0.10 0.08 －0.04 0.20 0.69 0.05 
T18 日本の文化や社会文化能力を教えられる 0.28 0.06 0.13 －0.09 0.53 0.26 
C9 日本への貢献 －0.18 －0.24 0.16 －0.09 0.47 －0.05 
T11 日本語力 0.36 －0.06 －0.11 0.00 0.44 －0.07 
T7 日本事情の知識 0.06 －0.03 0.11 0.05 0.41 0.06 
C15 国際情勢の理解 0.02 －0.11 0.09 0.07 －0.03 0.56 
C16 世界の苦境･貧困への共感 0.04 －0.08 0.06 0.16 0.11 0.52 
C12 国際人としての良識 0.30 －0.16 0.02 0.17 0.00 0.49 
C3 現地の政治・経済・外交等の知識・理解 0.13 0.05 0.30 0.09 0.16 0.42 
T8 現地語（外国語）能力 －0.11 －0.13 0.19 －0.05 0.13 0.40 
C11 外来者としての自覚 0.14 0.04 0.22 0.19 0.12 0.39 
H8 生活適応能力 0.29 －0.05 0.02 0.19 0.07 0.36 
C1 相互交流･相互理解への配慮 －0.27 －0.23 0.06 0.26 0.17 0.33 
因子間相間
f 1 1.00 0.22 0.29 0.20 0.21 0.24 
f 2 0.22 1.00 0.50 0.39 0.31 0.39 
f 3 0.29 0.50 1.00 0.44 0.39 0.43 
f 4 0.20 0.39 0.44 1.00 0.31 0.35 
f 5 0.21 0.31 0.39 0.31 1.00 0.23 






第 5位の f 6は「国際感覚」とした。世界情勢についての知識と理解、世界の貧困への
共感といった認知的側面に加え、語学力や生活面での適応能力、「外来者であること」の
自覚等といった、国外で活動するための実践的な能力も含んだ資質である。







表 4に記載した、6因子の因子間相関で、相関が強いものは、f 2「意欲」と f 3「コーディ
ネート能力」（0.5）、f 3「コーディネート能力」と f 4「人間性」（0.44）、f 3「コーディネー
ト能力」と f 6「国際感覚」（0.43）である。これに対して、f 1「教育能力」、f 5「日本人性」
は、他の因子との相関が低く、独立した傾向がみられる。
表 5　6因子の下位尺度点（平均点）による順位
順位 因子名 下位項目（略称）　　＊因子負荷量順に配列 下位尺度点（標準偏差）
1位 f 2 意欲 わかりやすく話し説得する力 /業務改善への積極的姿勢 /おおらかさ /自己教育力 /前向きさ
2.35
（1.03）
2位 f 4 人間性



















5位 f 6 国際感覚
国際情勢の理解 /世界の苦境･貧困への共感 /国際人として
の良識 /現地の政治･経済･外交等の理解 /現地語（外国語）



































































































































 1 海外データ（国際交流基金）http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/result/index.html 
  国内データ（文化庁）http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/jittaichousa/h19/gaiyou.html
  （2009年 3月 10日参照） 
 2 文部省 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/12/yousei/toushin/970703.htm
 3 文部科学省中央教育審議会答申（2005年 10月 26日）
 4 文化庁「日本語教員養成の新たな教育内容」http://www.bunka.go.jp/1kokusai/main.asp{0fl=
  show&id=1000002871&clc=1000011189&cmc=1000001815&cli=1000002848&cmi=1000002863{9.
html （2008年 3月 10日参照） 
 5 出版は前後しているが、平畑（2008）は、平畑（2007）に先行する研究である。
 6 グラウンデッド・セオリー（Grounded Theory）は、1967年に、グレイザーとストラウスによ
り提唱された。データに埋め込まれた複数の概念（カテゴリー）を抽出し、その関係づけからの
理論生成を目指す仮説発見型の分析手法である。











 9 記号に用いられている T、H、Cのアルファベットは、それぞれ平畑（2007）が、質的分析によっ
て設定したカテゴリー「教育能力」「人間性」「社会的視点」を表す。なお、これは本稿中因子分
析（後述）によって抽出された f 1「教育能力」f 4「人間性」と、対応するものではないが、そ
の性質上、相当の一致は見られる。





12 表 1、表 2の「のべ人数合計」が異なるのは、複数地域を経験する教師は、複数派遣形態を経験
する教師よりも少ないからだと考えられる。なお、被調査者の調査時点での居住地は、アフリカ









  （2009年 3月 10日参照）
17 20世紀初頭より、米国のロースクールやビジネススクール等の実務家養成大学院において使用
されている、事例研究を用いた教育方法。
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石井敏（2001）「異文化コミュニケーション研究の背景　第 2章研究の方法と視点」石井敏他編「異
文化コミュニケーションの理論」有斐閣ブックス、19-27
伊勢田涼子他（1997）「海外で教える日本語教師養成についての基礎的研究」平成 8年度科学研究費
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京図書
立花秀正（2002） 「何が違う　海外の日本語教育」『月刊日本語』2002年 5月号、アルク、12-15
中島智子（2005）「異文化間教育研究と『日本人性』」異文化間教育学会編『異文化間教育』第 22号、
アカデミア出版会、2-14
中西晃他（1991）「日本人の国際資質」中西晃（編）『国際的資質とその形成：国際理解教育の実証的
基礎研究』多賀出版、127-238
平畑奈美（2007）「海外で活動する日本人日本語教師に望まれる資質―グラウンデッド・セオリーに
よる分析から―」『早稲田大学日本語教育研究』第 10号、31-44
 ―（2008）「アジアにおける日本語母語話者教師の新たな役割―母語話者性と日本人性の視点
から―」『国際交流基金日本語教育論集世界の日本語教育』第 18号、1-19
本名信行・岡本佐智子（2000）「アジアにおける日本語教育の今日的課題」 本名信行・岡本佐智子（編）
『アジアにおける日本語教育』三修社、9-32
水谷修（1999）「日本語教育研究の未来」『日本語教育』第 100号、日本語教育学会、2-6
村上隆（1985）『変数間の関係の構造を探る―因子分析』海保博之編「心理・教育データの解析法 10
講」福村出版、150-172
渡辺文夫（2002）『異文化と関わる心理学―グローバリゼーションの時代を生きるために―』サイエ
ンス社
横溝紳一郎（2002）『日本語教師の資質に関する一考察：先行研究調査より』「広島大学日本語教育究」
第 12号、49-58
〈資料〉 調査票質問項目
T1 教授法を海外の現場にあわせてアレンジでき、現地の学習者にあったコースデザイン・カリ
キュラムデザイン・教材加工ができる
T2 学習者一人一人と、人間同士として細やかに親しく接する
T3 発音・作文・会話など個別技能について、学習者の力を正しく評価でき、誤用を適切に修正
でき、助言を行える能力がある
T4 学習者の興味を引き出し、動機付けができる。学習者が興味を持てないテーマや質問を強制
しない
T5 適切な提示、場面作り、例文作成や、わかりやすい説明、効果的な練習などができる
T6 教師として、内省し、勉強し、目的を持って向上していける
T7 日本事情、日本の文化・歴史・社会についての知識
T8 現地語能力があるほか、世界の様々な言語についてある程度の知識を持ち、言語を相対的に
捉えることができる
T9 日本語教育学研究・日本研究・応用言語学・文学など特定の学問領域についての高い専門性
T10 生きた日本語に触れたり、実際に使ったりする場・機会を設けるために、各種イベントを企
画する
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T11 教師自身がきちんとした日本語（基本的な日本語力、自然な音声や話し方）を身につけてい
る
T12 学習者の学びに従い、学習者の考える力・表現する力・学ぶ力が増すことを重視する
T13 現地の学習者の気質、志向、信条、学習スタイルや受けてきた教育のあり方などを理解でき
る
T14 卒業後の進路や、留学、実社会（企業など）での運用など、学習者の将来の必要性を念頭に
おいて、多様な日本語教育が行える
T15 クラスルームコントロールの力（意識を集中させたり、気持ちの切り替えをさせたりできる）
T16 狭い語学教育に留まらない様々な能力を持っている（趣味・特技・資格・IT能力など）
T17 日本語教育の十分な経験
T18 日本の文化や価値観（社会文化能力）を、自然に伝えらえる
T19 学習者におもねることなく、叱るべき時には叱る
T20 海外での日本語教育全般に関する事例を多く学んでいる
H1 コミュニケーション力（同僚をはじめ、現地のいろいろな人といろいろな場面で心を開いて
親しく付き合え、日本人だけで群れない）
H2 謙虚さ（いばらず、かつ卑屈にもならない）
H3 柔軟性（異文化・環境の変化・自分とは違うものに対し、自分の視点を修正しながら、受け
入れることができる）
H4 現地の文化・人々の意識・考え方・価値観に興味を持ち、理解し、受け入れる気持ちを持つ
H5 人間関係調整力（人間関係の葛藤やトラブルに対処でき、人を慰めたり励ましたりもできる）
H6 誠実さ（良心と悩みを持ち、言行一致し、約束を守り、問題には正直に正面から向き合う）
H7 感受性（周りの人の気持ちや希望、状況を察して対応できる）
H8 生活適応能力（外国で生活を設営し、衣食住の違いに適応し、危険を避け元気に生きていけ
る）
H9 成熟した社会人としてルールを守り、常識を持ったふるまいができ、基本的な事務もこなせ
る
H10 おおらかさ（適度に楽天的で明るく、自分を追い込みすぎない）
H11 人脈作りができ、ネットワークを広げられ、リソースや情報を多く持つことができる
H12 前向きである（物事を肯定的に捉え、根性があり、あきらめてしまわない）
H13 自己分析力（自分の個性、短所や長所、見栄や自己防衛も見つめ、冷静に分析できる）
H14 人間に対する愛情と感謝、人とともに傷ついてもかまわないという覚悟、信頼できる人を
持っている
H15 熱心さ（仕事に対する意欲・熱意・使命感を持ち、仕事が好きでベストを尽くす）
H16 人を自然に引きつける魅力や、先生と呼ばれるにふさわしい品格、教養などが、外見からも
内面からも感じられる
H17 議論・討論・報告・相談をよく行い、人との意見交換を重視する
H18 率直さ（自分の意見をはっきり口に出せ、裏表がなく、必要な場面では自己主張もできる）
H19 話す力・説得力（誰にでもわかりやすい話し方・適切なプレゼンテーションができる）
H20 周りの人すべてと公平につきあう（特定の人をひいきしていると思われない）
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C1 相互交流・相互理解や世界平和など、大きいものにつながる日本語教育のあり方を考えられ
る
C2 世界の中で日本と日本人を相対化してとらえ、外国人にわかりやすく客観的に説明すること
ができる
C3 現地国家の政治・経済・歴史・外交・教育政策、対日感情や日本との関係についての知識と
理解
C4 現場の状況や人々の利害を広く総合的に認識し、その中で、自分の位置づけ（ポジショニン
グ）をして、行動を決められる
C5 現地の状況を踏まえて、何のためにそこで日本語教育を行うか、そこでの日本語教育にはど
ういう意義・可能性があるのか考えられ、自分なりの答えを持てる
C6 マネージメント・アドミニストレーション能力（教育環境の整備、人事管理、予算作成、会
計管理、業務計画立案）
C7 日本人としての自覚を持ち、自分が日本人の代表として見られる重みを理解している
C8 客観性（社会の現実や世界の文化に対する十分な知識を持ち、先入観やステレオタイプを抱
かず現実を見つめ、比較・評価できる）
C9 広い意味での日本への貢献を意識した日本語教育が行える（日本への理解を促進する、知日
家を育てる）
C10 現地のさまざまなコミュニティ（現地日本人社会、現地の省庁など）への働きかけ、理解や
協力の要請、説得、調整などができる
C11 外部の人間である自分の立場をわきまえ、その地域の枠組を尊重し、それを前提とした日本
語教育ができる
C12 国際人の常識と良識を持っている（むやみに自国をおとしめたり、宗教を軽く扱ったり、不
適切な話題を選んだりしない）
C13 日本語教育の現地化、現地日本語教育の発展、浸透、拡大を図る
C14 海外で日本人という立場で日本語教育を行うということに対する批判的な視点（その地で日
本語を教えることは重要であると一方的に決めつけない）
C15 世界の歴史・経済・政治・宗教や主な紛争の背景など、国際情勢全般に関する総合的知識
C16 世界の中の苦境、富や力の不平等を知っており、その中での日本の豊かさと、その意味を考
えられる
C17 仕事の長期的な流れ（前任者の仕事や過去の経緯）をとらえ、それを壊すことなく、次へと
続けていくような仕事のやり方ができる
C18 現地にある者として、現地の立場を尊重し、現地を守るという視点が持てる
C19 日本語教師である前に教師であるという自覚、教育理念を持っている
C20 業務改善の視点を持ち、指示待ち人間とならず、必要な仕事を自ら考えて創り出していける
＊実際の質問紙では、質問記号は表示せず、質問はアトランダムに配置された。
